
組立説明書
Mesh Back Chair NS Charge III / H-8678F-1-37 Assembly Instruction

メッシュバックチェア　NSチャージⅢ

（約）幅 580 × 奥行 590 × 高さ 885-960 座面高さ 430-505（mm）
座 / 合板、背 ・ 脚 / 金属（鋼）、脚 / エポキシ樹脂塗装
張り材 / ポリエステル ・ ポリプロピレン、クッション材 / ウレタンフォーム

（約）80kg ※測定値であり、保証値ではございません。あらかじめご了承ください。
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②座部

③アーム ⑨ボルト（ 座裏プレート用 ）M6×20

④座裏プレート

⑤ベース

⑥シリンダー

⑦シリンダーカバー

⑧キャスター

⑩ボルト（ 背部・アーム用 ）M6×25

⑪六角レンチ
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※座裏プレートと背部プレートが重なりますが、仕様上問題ありません。 ※シリンダーの先端を座裏プレート中央の穴に真上から重ねます。

キャスター・シリンダーの取付 アームの取付

座裏プレートの取付 背部の取付 完成



操作方法

手入れ方法

安全のために
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■座面高さ調節機能
●座った状態でレバーを
　 引き上げると座面が下がります。
●腰を浮かせてレバーを
 　引き上げると座面が上がります。

●可動　　 レバーを外側へ出します。
●ロック　　 レバーを内側へ入れます。
※ロッキングの途中でロックすることは出来ません。

■ロッキング機能
レバーを左右にスライドさせてることで
ロッキングが可能になります。

ロック

可動

目的
■ 本来の目的以外に使用しないでください。
■ この商品は、一般家庭での使用を目的としている商品です。業務用としての使用はお止めください。
■ この商品は、屋内での使用を目的としている商品です。屋外での使用はお止めください。

■ 組立は、２人以上で行ってください。
■ 十分に広く平らな場所を確保して、組み立ててください。
■ 床や壁、商品を傷付けないよう、やわらかい布やダンボール等を敷いて組み立ててください。
■ 開梱直後や使用開始当初は、接着剤等の臭いが強い場合がありますので、
　 十分に換気・通風を行ってください。
■ 組立説明書をよく読み、手順通りに組み立ててください。

組立

■ 商品は、水平で平らな場所に設置してください。
■ フローリングの上に設置する場合は、床に傷がつかないように厚手の敷物等を敷いてください。
■ 商品は、直射日光を避け、湿気の少ない場所に設置してください。
■ ストーブや冷暖房器具の近くなど、高温多湿の場所には設置しないでください。

設置

使用
■ 商品を使用する際は、周囲に人やモノがないことを確認してください。
■ 加熱した鍋ややかん等の熱いもの、また濡れたものを載せないでください。
■ 商品を移動する際は、載せているものをすべて取り除いてから移動してください。
■ 水気等が付着したまま放置しないでください。 
■ 玩具として使用しないでください。
■ 椅子以外の用途には絶対に使用しないでください。
■ 椅子に腰かける際は、ゆっくりと腰掛け、勢いよく座らないでください。
■ 使用時はきちんと腰掛け、一部のみに体重をかけないでください。
■ 座面の上に立ったり、座った状態で脚を跳ね上げたりしないでください。
■ ガス圧式の構造上、高さ調節時に指などを挟まないようご注意ください。
■ キャスターで商品を移動する場合は、フローリングマット等、 表面が滑らかな保護材を
　 敷いてください。（毛足の長い絨毯は、キャスターの作動不良及び絨毯の劣化の原因となりますので、
　 絶対に使用しないでください。床を傷つける恐れがあります。）
■ ロッキングした状態で体勢を変えると転倒する恐れがあります。
　 ロッキング機能を使用する際は、十分ご注意ください。
■ 色落ちする場合がありますので、ご注意ください。
■ 参考耐荷重　80kg
　※均等に荷重をかけた場合の測定値であり、保証値ではございません。あらかじめご了承ください。

■ ネジ等の部品の接合部は、定期的に点検し、緩んだり外れたりしていないか、
　 確認してください。（1ヶ月に1度程度）
■ 埃や汚れは、乾いた柔らかい布で拭いてください。
■ 汚れが目立つ場合は、薄めた中性洗剤を湿らせた布でふき取り、
　 風通しの良い場所でよく乾かしてください。
■ 商品が破損・変形している場合、直ちに使用を止めてください。
■ 商品や梱包材を廃棄する際は、各自治体の取り決めに従ってください。

■ロッキングの強弱調節方法
座面下のダイヤルを回すことで、
ロッキングの強弱を調節することが出来ます。
●マイナス方向に回すと振れがやわらかくなります。
●プラス方向に回すと振れがかたくなります。
※プレートの形状は若干異なることがございます。

＋－


